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近代除雪のはじまり
昭和42年に札幌市除雪対
策委員会が発足して、除雪
作業が見直されました。除
雪車を400台用意したり、除
雪ステーションを各区に設
けたりするなど、きめ細かい
除雪体制を整えました。
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昭和40年代の除雪の様子

市民による雪割り活動が展開される
市民参加型の雪割
り旬間が展開され
ました。
機械除雪がまだ発
展途上だった時代、
頼りになるのは、市
民の協力でした。

市民による雪割り活動

冬季路面管理充実時代の到来
脱スパイクが達成され、スタッドレスタイ
ヤの普及により「つるつる路面」が発生
し、社会問題化しました。雪対策を推進す
るうえでパートナーシップを基本とし、地
域と市が費用を負担し合う生活道路の排
雪制度（パートナーシップ排雪制度）を開
始しました。

記録的な大雪に
2度にわたり札幌管区気象台
の統計開始以降最多の24時
間降雪量を記録しました（12
月1 8日：5 5 cm、2月6日：
60cm）。積雪深が8年振りに
1m（最大1m33cm）を超え
ました。パートナーシップ排雪
は排雪量を7割に抑えスピー
ドアップを図りました。除雪費
の補正を2回（合計89億円）
行い、除雪費が過去最高の約
316億円となりました。

生活道路の除雪が開始される

昭和50年代の生活道路の除雪の様子

札幌市の雪対策の軌跡
札幌冬季オリンピックが開催された昭和47年と比べて、札幌市内の自動車台数は約4倍、道路の距離は約2倍
に増えました。同時に、ひと冬に除雪する道路の距離は約5倍、排雪する道路の距離は約3倍に増えています。
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